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偶威
 m.c生.

 壷も潔・と更けて行く・時欝・舳・㍗ヅ寺鵬を打引㍍
 ごめ印刷製本費購・α・・佃も要ります.か言説尋専して†さ
 レ、o

 こ一れは事業報告書二親窪に塞き一I第長が一ケ年分の試験研一突の一実
 績若くは試験艦過について知事に報害するの首あり併辛て水産

 庁始め各都遵府県本試,市町伺.漁協関係等関係古画に配付す

 る印触.本㊧鯛で工・ρ部印刷を字憲しておりまIす・一・.
 遥藩噛水産似海祝、、,,筑鹿怒図等詳細に亘り専門的見飽からの印.
 尉であり・単1価'碓㌻O刈・円1楓当になっており云蝋一よ一試験場一ク1

 年の縮図であり汗の緒昌物であります・

 亭憎泳分りましたが前年慶より費用が増えておりま玄ねπ.県の

 財政もあり前年逓りしましようか

 いや、それは無理です。理由は・・・・…Hです

 こ点、、鞭試験場予算財政課主義の一をまである.
 しやぺる方も三間く方も誠に糞童りです。一歩も引けなレ。と云っ
 走処」云うな.れば巖流島で佐々禾小次郎と富本武藤の真剣勝負
 の穣.様・殴芯あこる.o

 このよケ」磁雛鮒りて青年度の新予僚の屋台骨卵染上っ
 て行く.

 既に翻事査定も終り'応54年度当初子偉も本ぎまgと一技った
 のであるが本年は'般会所に於いて新年度の飽方財政が頂ヌ、面.

 で峨税の影響などで正艦な見通しがつか放いことから予繁編成.

 に当って人蜂蜜を曲心とする義務費丈は百一%計とし把が窃箏壷一.
 は9-5%、事業費蘭係砿補動車藁につレ・て前年一度当靭の70一%一

 県単箏榮につレ・ては必要最少鰹寛に止める所謂号機事繁編成と.

 云うことになり鮒財政の見と一壷し1が川砂ら次雫・二月県議
 会に遣切諌止と云うことにな.つ走。従っ手当舞・闘・擦分につレ・Iて
 .も輯規事譲関係乃璽は重要施策と目される撃繋につオ・て億一すべ
 て次期県議会迄.持;睡すと云う結果になって大部分斌静学蟹から

・ユー・



 19継繍事薬の子となった・然し卵蝉亨見年数字からみて
 繭年度まで過重に衛衡苧れ印㌣千叩へば漁業忌鰍於一
 灯て500万程度軽戚てき、.県費の持ち出しも予算規模の止似=㌧

 .紬宇均衡を失せ改む・糧霞贈付をし師事は懸案であ?呼
 験場本余の試苧研究に専念できる昌一標に一季前進†るミξに
 岬て1鋤琴営のどから㍗.スてあつ牟干と鵬琴で汐
 魚の財政事情と奉・うこと年一応念頭に入れて又一方に於いて
 試験場g軍令に立醐し得る予坤の裏付と云う両面をうま・
 濁節←㍗く那,神々困難と考えるが・吾.々侭財政当局に対
 。.し.今細呼秤牢深妙掲よう不断の働き.が㍗1必要かと痛
 .威した・

P

一}易.



昭和33年度第3次
 一まぐろ漁業試験報告書

 '㍉一一一竹下克'」

 一◎調益g一要旨
 I昭和・・鞭矛・次のまぐろ.漁業試験を中和・岬・ユ月・
 目バラオ諸島北西約・n鯉の珊・幅エ・干昨の点よ坤
 めた・5海部メ榊主体とす苧人中型枠の1獅若干
 見受けぢれたがシャチ及び歩'メによる被害が多く矛一2回自.よ

 ゆ漁業試鮒岬オ諸鯛徽拙娯酬近で義鮪雫1が
 行わ畔海蝕支長一工.・・鰍戦鰍璽のキーヘメバチ
 魚群の堀傍が見卯漁撃牽で・坤以・上を示一レ・好漁の帥・
 %以上を示す目もあつ牟が.エユ月工3目船良に病人発生し
 前後計5回の試験で操薬を打切り帰途についた.今回の操業

 漁場位置は矛■図に示した通りで。矢印の方向が投縄の方.阿

である・

 叉漁業試験奉行うに当り盛場に於け手海洋観測や其の強蘭海.
 区水産研究所の試験鉦調査実施要.項倶華童隼物調査や形態調
 査も実施したが初期の目的が達し須ム・爽だかつ把事は慶念下
 あつた○・・舳牟..一1∵・
 肖、本まぐろ延縄漁業試験には奄美犬島古仁屋商較水産科実

 習生(ワ名)が乗船当該淑築の一案習及ぴ航海姦霜の実習をも

 実施レ撮
 ◎調査船

 試験船殴講丸'98-93屯呂OO馬力
 注.試験船の設矯其の勉詳細ほうしお(当場発刊.月

 報)矛七号参昭の事
 ◎実施親閲

 .自昭和・・年H月・一ヲ目鹿.児島港三路港
"29日犬島郡古仁屋港入港

実習生秦鉛

 "一'29・目古仁皇港出港

 ・田…



 '昭和33年10月3■冒一

 ".ユエ月3日

 二し工月“9日

 "ユ4目

玉"24日

 台風26'号の為神縄へ
緊急入港

争港出港
 茅ユ回自操業

矛6回目操薬

鹿児島港入港

`4・・'





 ◎漁具及び繰葵概要
 ユ,今回使用・し杜まぐろ錘網漁具㈹不言己の適一りでふる・(■
鉢構造)

 二に枝間5浄脇

 2幹羅練モニOζ匁11∵㍍'一一
 3枝縄クレモナ9匁I工・2㎜5本

 ムセキヤマ27典7本撚り7肌5本

 5釣元ワイヤー2雫及ぴ29島7本撚り萬榊305本
 δ洋一纏I一綿糸8座22m

 ,ワ釣・碑ユ・二Lワ5・舳5本
 身。漁具構艦にっむ・て

 当萄では昭和sユ年度矛ユ次南方まく.ろ漁繋試験を翻坤で

 より今国で矛九次となっている一が昭和52年4月に実施し

 .仁矛・次航触での試験操業では・蝿漁昇率遷の・釣鈎5本
 付を厨様耀遺.で(枝間然工間短い)4本付を使用していた

 ので5本付と4本付で漁獲牽に差異があるか否かについて

 今回迄の資料を使用して,換定してみた、然し操繋した輿場
 が周一漁場でなく時期的にも固'でないので資料を盤歴す

 るにつレ、て適当でたレ・かも・麺れないが、本試;験船で漢薬し
 。o■

 た漁場.Mラオを中心とミした礁場でH“～。.工・柵
 ～ユ26瓦Iの範囲内で9航海とも操業して一(るので.覇北

 工。.の犬きな海域・凄味与オー海域としてユ単位漁場として見

 ても差支たいと者へられる.叉賠期的栢遵にっし・ては、バ

 ラオ海域では}応奏'足した漁場といわれてい・るが年による

 棉蓬を無視する累に'泄無理があると思うが。'応年度によ

 る漁獲率養遼が無いものとの仮説のもキト緩定宇行う・箏仁
 した.一

 先ず各航海毎の要素を示すと矛■表の通りで茅ユ次より矛

 5次迄を虹へ矛6次子9.次迄をNとすれば
 皿:・・干二い・狂2引・午。・易・.
 画斗2ア.炸呂83一γ㍗2+g.3■子となる

 }6・一



 ので酉μ=γについて鎮定を行うと習仰竈乙j72と
紅

 海り・%の醒芥川一より相当犬き州で岬累絆卵一
 昼蕪国に鶴し一ていると倣考べられ舳一そこでkえ.・甲
 内昭和3ユ年ユ2月一実雄し・た矛富'次航溝雌漁獲牽2巴59

 %という非常吐好漁をなした時でこの様た好漁湘南方漁勘
 に.於いセは見受けられる事でぽあるが9次にわたる本給の.

 調査で嬉非常に特別な異常現象セあるので除。いて再度計率4主

 すると年全蝸堺歩・・き・・ユ・.・一で雌=エ・1・と三…
 箏・σ限界と卑ぺてわ㍗ヤ楓あるが小字いの簡刈母率
 団に属していないと砿考えられないのでその'分散を推定す..

 る・とω筆(炉がΣ1一、旦旨μタ・
九`十弘旦

 W=一思O季55となる

 従って.ポ芋〉冊土1

 寸一新茎二;ユ〃・とたる
 .こ外を自.・由度合芦十42-21=83として5%の櫨と比較。
 する一と.少し大きいので有意の差が認められるの・で一ある。
 銅ちパ然しバラオ近・海に於し・て昭和5工年度～昭和33年

 度に於し・て漁況変動が無かっ紀と.するならば釣鈎を4本付。

 より5本付に変へた事によって漁獲が葺くたったと云える

 箪になる

・7・



第1表

      漂本班=・ム9

      御海■.昆む一4'5      ・軍

      標本鉦工。ユエニエ2.6.ユ0

      =姦獲垢壌犬8一壬5.巴00I易&59帥戸d鳥ユ
      漁獲%最少=L90QgO斗5ツα2592工
      }.zムヴ3星ユ4q86'二L5-4.曲5、
      2&457α582'56-464Q-9工些]。404一

      C二岬gぺα3560一}62O.6209Q354

      M:49τ:&川伽㌔70生0928巫斗・τ=…γ:工…工ら'・.一
→

     榎本巫二42

     腕率6.78一9

     標本数ユエユ3■35

     漁獲%最大一■α54ユα24b29Ia65
     漁一鍾%・少忍■2d帖二Lユ5α89

     ム9■a85・島8?巴94

     55946.65・91王924

     α48工〇一905O.502

     ■・コ'万:&83ひ=2-2斗g3ユエー■'.'

榎本 巫;4隻

 ・・十

・8・



 もし午の有意の率が釣鈎を・本付にした靴よ吟じた帯果準・
 と芋嶋†るには早訣であ'るが・各1鱗11の変動係数I(C子)牽・
 見ても4本付の場合よ戸αψ正大き1なってヤり・坤の蕩'
 合の銃1寿舛漁をする日の舶が大ぎ一くなって蜜下来ている二一・
 もし田釣鈎を多く・付ける事に一より漁、獲が良くなつ一だとするなら、

 ばいこれは釣鈎め水深が深くなった為か戴は投縄中海申に於け壱.

 餌料の状藤が潮流讐の影響から4李付の場合よ.り漁獲た好鳶琴

 をもた㍗午ので舳いか字一も・の箏が考案さ仰い乳1
 らは漁鵜変動の研究と共に今後検討すぺぎと考える・

 3、顔一裟

 矛'星表・操・鎗蕨婁膨闇・奉

       箏1竿甲釣投鯛薮・ム時蓑無始驚掲縄所要暗闘瀟真便暗闇
       ユエユ月・自本1元■6500蝸Oん九3～40ん丁九仇絆}蕾O～ユ5孔γしg了P?
       一2エユ『ノー.・δ鋤3㌧i5王寺舳9}20'19～工。」'

       5■.恋日I〃b5刊O・ヤi』oO～ユO一トpO

       今}3日〃O㈹Ob3～真0ユ蝸5O～4520.一ユ。

       5ユ4日ユエ0005畦0一03㌻Q05,508～40■。ニュ。

       ■1釧詩r㌔場500ユウ～05一〇～ユO96～;三5
       汗均05'25.。～6・え仇9～■9

       ̂

       一鉢平筆」6-4ふL。
       r

 _二」一一__

・9・



 ◎漁況

 矛ユ回目録払恕.・1い吊れ雫域㍗け中理・メ∫ミ'輔が
 .若干見られたが・ザチ岬サメ類1ζよる被害雌㍍.頭部
 ・・全個以上釣獲され恋1。岬海域淋年・月実施したね次・
 銃海で.もキ^ダの堀勝を見たが同様サ。メ類の被害を20尾以
 上受けている・

 千回8の鱗のバ9オ蘭藻師では主に中型メ・バチを主体『とI
 オる魚群あ≧回勝が見られ普通3%以ヒの釣獲率を示し・,好漁1

 、あ時は7%近くに達する釣獲牽を示した。カジキ類ではク』

 カワ、シロ,カワ等の姻鋳が非常に少く、クロカワがユ日■畠
 程度漁獲される程度で.平茸漁獲牽O.05%しか達したかっ

 たが今回例年に比べ、パセウカジキの出国務が自立って多く魚

 体泄小麺であったが好漁の日セエO尾.を上翅りI平均α46・%

 の漁獲牽を示した(才3表;参照)

 次に魚種別出場状況で砿メバチが最も多く垂是渥%を占め..
 キ^夕一・が～=・れについて297%で近年バラオ近海で一はキ'、ヴ

 に変りメバチの出現奉が多く一な'つて。・ること法本航海だけで

 なく各航海とも・馳丸仙る蹄である・'∴I・'.`.:
 バセウカジ.キの璋現が99%に.も一達し今までだ.た。土1蒔牽でサ

 メ類の出電寧■o.%内外であまり変化低なレ・磁で'ある。
(矛4一表参照)

 叉琴叡の漁糠はフ・ライカジキ・シイラ・カツれカマ・スーの.
 類が漁鐘念れた、錨瑚蜜で全体。の5%漁獲牽にしてα25%

 の漁鍵で一純航海に比べその混入が割合歩かった。尚難魚類

 の主なものはカマスで砲の漁麗は期問中工～2亀程度の漁灘

であった・

 一工。・



寺3表  魚種別換獲尾数及び釣穫率  ヒ.股
下段 %萄獲牽

          、

          一ユ234に汀一昌.o.一一.卦=“          ・阜.
          '.'“^ユ28

          メバチα疹含・一.・え07・I二L㌣9・296。2?3工9ツ

          「494ユユ・7''9.O          .グQ30・二」之Gα6?旦03二」5壬二L38一
          一

          '一/3          クロカワα07一αoワαoIgα05
          『

          バセウα3oα52O.59.ユ。ooα46:
          '

          ■...ユI4          メ.カbユ5α0ワ.三巽;縛似9∴σ06「
          L小4・9那5一          討・.α89邑77巳ユ■6.65545.&9星

          326ユ工5

          真の池O.22Q工5o.44Q-22α09α23
          ■■.・246■035

          サメ.類O.8工αユ5α30α4全α9ユα5ユ
          2655,52997ユ3.03

          一計一二L92ム。}&52?35645ム66
矛4講 魚種別出場状況

㍉

 書÷・.、.
 ;r寸.

干
        操'梁

        ・無一齢＼曲ユI2345一謙
        I■'一

        メバチ2義。%50・9%462%4α各%幸胴%.重職%
        一'

        j、夕ユa413ム5∵1・一?一.呂・.4ユ.吐.&巳9実9.ワ
        ユ

        口力一ワ二L9二」0ユ、4二しO
        一

        バ羊ウ一差3■95一8ユ」ユ唇草.9.9
        '

        メカ宅㌘ユ・9.]'4工品
        ■■一

        其の植ユL5a5.且工530L4;15.0
        '

        サメ鎖4I2、ユ区6I'?76.].ユ4ユ9
        一.

        合討ユむ0■Q.O.ユ。o工00ユOOo%
        .

一

50⊥勝

 一ユエ・



 漁場附近の海況について
 今回の調査て=猟1;ギ斑点グξ点狂すぎず一立入っ恕考察猟出来な

 いが漁場附近のポ連ユ&・5悔蹴症砿以前の調査で砿二般に.

 提}囮S.囲方面に向う潮流ゆ発還していた海域そ李りたが、

 今回の操業時はこの嚇症一帯は潮自・が発達していた鐸で延縄
頂

 易.O～30鉢が連日一括となりもつれて掲縄されたが雲天の

 為天体観測が充分に出来.ず潮流の観測が充分に出来たかった

 事は厨念であった』燃しこの5測点の一丁～C五ダイヤグラフに
 示オ率にH・晩霜辛・・.ポ邸近に何ヰの潮飢;一が去る櫨
 でこの深さはもず苧の漁場の相違で浅深があり、この附逓は
 相当犬きな潮目が形成されている事がうかがわれる。

 操繋点瑚↑_G1グィヤグラフ



 各戸水温と漁獲

 魚体調・養について1

 漁獲し竜キハダロメバチ及びクロカジキの全尾薮について,
 体長測定及びその一部について'生殖練及ぴ胃内事物む調率を
 実施した○一

 ■)俸長

 a一)キハダ

 全漁獲尾数90尾の・肉体表■00脇以ヒユ10鰍迄が
 ■島尾ユ・O鰍、までが・も尾工30脇までの一魚群が一1
 35.尾で全毒の3qg%で工20腕・前後年モード苧現



 われている。;L幸0硯軌以.ヒ値ユエ星で;.エエエ%である'I

 b).デバチ.・..'・一㌧
 ユOd脇以一下の小型絃■6尾.でユ島6%■工O(渤.まで

 の魚群がユエ尾≒。20一触喜で一が畠9尾で・5・“桃でキ・
 バグ群と同騨長i舳鰍繭湊担体馳モ≒ドが現わ
 れておるが大型欝の姻潜が少なく工5◎'㈱、泡が易8尾

 で2α9%工40鰍迄がi3尾で工d物ユ.∠O脇以
 上の・犬型群は.9r尾でr&4%を占めて.い.るg一'

 、一C〉かしき類
 今回漁盤したメカジキ全尾はレ・ずれも幼心無せ体長

 56肋.カミ2尾'96'物エ星・。エユ6砺粉ユ尾であった.

 由一文ぞ口れキも小型で体長工手.工・榊工6宇舳紬1
 であった。

2)生殖練調査

 ・a)キ^グ・.・..'。1
 大部分のキ^グ群姻舎で90屍.中5ワ尾で6阜3%を.
 占め叉別表(矛6表)の通り若年魚ほど♀⑳占める.割.一

 合は多いふ高牟魚ではほ主んど♂であった。
b)メバチ

 メバチでも♂の占める軍令苧非常午多く6亭・弓%を占
 めキ^;クI群と同案嚢一1嵜牢塘奪罎二ど}事ω一書…嚇、累害肝1合ごぱ分骨体I一
 {毫■40乃鰍以.ヒ。)2ユ妄書中I1亀も'♀倣義養獲嚢■鯖ピ法カ■つ衆二=.

 .、本航海の・・の牢牽戸当試験場で昭;㍗・皐以触施一
 してき呼雛の平均輝苧り高/キ〃で1ま・・%・
 42%に対し約5%・高く全航海を通仁本航海が最高で一
 ある。メバチでは平・均樋より約2%♂一が多くなってレ、.

る・

 一∴一■4'



 第5表.操業別♂♀表.

       キ^グメバ■rて
       .べや

       吉一＼郭亀.♂♀.不・明・幸㌧♀∵       工。.よ,5

       2;1.郵↓・一.1工一一身

       55野ユ2工3.・1

       4島74工・一〇・・…ポー36一.一.τ1,

       58一き工;1二..え二3・・.'7・

       詳=一572工.工2一I一§I一ξ.29.I13

       %6里32恩s工44665上費ユα・
 矛.6表I.体長別♂♀割合表

  
      

■

        キハダメ・ノ、・'チ
        ■・■

 
       
1         ♀I奮♀・不・明・⊥不明

        工φ㎎脇以5ユ。3・一.・3
        工3θ・・.2一■・■'・一■
        10ツ25二.:1;一一

        エユエ一.95工

        紅叢二.5I42羽4叶        ワ■ユ8o一'.o

        ユ23ユ爵.5.2

        慮ユ1土1二十3」_三
        ・'・62芸十÷        下4■

        ■393ユ

        ユ4易・一一3.

        耳甲         3

        じポ下「一2.        一・一■.591.工
        針5?`12易■掲蜻一←一29且富

 ・'ユ.。5・



 メバチ体長組成



 キバダ体長組成

 雀・殖.、練に.ついて

 各擦袋毎値国二没.までに漁獲されたキ^グ、一イバチだ?レ、て、
 生殖線重量を測定したのが茅ク表である。

 9㈹遍で操誰し泡ね回目の時のキムダ・群が呂。・榊.と
 の未熟巣で今だ完熟に鍬到ってレ・なか・亡)走橿陵で2回目操業

 よりのバラオ窺東海域の魚群はキ^ダ、・メパヂ共未熟巣で重
 量も一工00戸合で測定賠数中稽完熟に近奏・もの腹5尾にすぎ
 なかった.叉体長による生殖練重量との此も窮でな』㌔



         一一一一
         一

         キ`、ハタ.・メパチ
         ・1巳一

         ♀奪・♀谷、

         膜重量体長精巣重蟹膝。・長項礫重量俸・・」・・長精懸案一・一長一一・・一

         、9-500,400・・;1筋.■ザユ4■。諾2-o..;瑚.・ユ■o80。身40一・工・}o・L物.。刀ユ7工丈一・6主=・'I
         4

         ■↓幾ユ室■・象・30■暑2100ユーi・8         ユ90言3王。■工'工那・240ユ20280工25ユ5280工2rT         23oユ12■■9.

         2:L60・工4心工多。工事地エ401■52.α.◎■一■.O80工・O.O一ε3工.ム5一..
         801工易。、・■‡2■860220ユ56工20
         390。ユ00Iユ4一身一工卒8ユ5666■52ユ]一〇

         ■工08'90工4工142
         ■         3260180ユ58工品3

         ^

         L工2088】一■工.110
         “I一1θ020■0094

         工2-o、},ひ9・28・O'.4C.r串.ユび49σ.o'80・'工■9■・■0ユ蒜左ポ工80■身2■20
         工09一・220'工一ゴ.8二一一■2ユI]二80・         4モ6011尾。〕二■9144
         2・O二?:400ユ3名'コ理8ユ80142
         280ユ08土3揮、。一         コ26L⊥ド

         工020ユ轟9r「石0ユ5I£,ユ5度ユ湯.o王易。正工6120ユエ爵         工壌4

         ∫ooユエ。;L20.ミ'工60300ユ.五?9王十         ^

         」1一1屋王ユ2ユ工黒9昆窪。王星エユ五6
         _4_」L______

 矛7表魚種別操業別生殖線重量と体長表
 注。詞完熟巣と思、るもの興

一

キハタ
 ー一一一

 i・
♀1♂

'

 ̀一.'中...'一I一■㌣一一一一

膜重量1体長!精巣重蟹膝

1∵1  1ジ仁二値

十

 .→工8.一・



 ◎サメの被害について

 サイ類による被害畔■.回目のアα・%が・雫轟で普通H堆,
 以内でユ回目を睦防は大.し・た被一書牽・で=寧注かっ生。

 叉・"類・⑳漁鯛数と被害聯とはあ望明細あ・きら如二

 な呼その割合姓=糾舳普細'†㍗撃囲叶
 あつ.た。

 ◎漁獲。と.釣位置について.

 各鐸繋馳於いて掲網糸目没甑漁獲さ池叩群に・1二で釣
 位置別の漁鐘尾数を示したのが辛・8表であ㍉表中洲.と.は.・
 縄もつれの為釣位密の明でなかったものである。最も多く釣.
 獲された位置砿中央あ2。、毫%で爾轍で泄5・%.にも溝.把な㌣・・
 状態で鯛で約22%で中央部の・干で大部分二の漁獲鮒さ
 れてい乱尚好漁の目ほど釣位遺による漁獲差賦劣く漁獲迦
 藩レ、時㌍多くの魚群値中央部で多く漁獲されて1りる。。

1竿

       ■一2畠45=謙一.
       ・.サメによる

       被害尾数・昧メ漁,汁宮4ぺ.2一.1ヲ5一=蠣一一一       一二㌧、'

       数.'j・i4一'1ご争1量1去一・・.㌧.一.       42.工0'“、一・.
       メパ^チギ^.茅
       .漁獲星数二ユO47・吋。8ユ州Il玄iも

       被害率?G6%?85;7.       十帥仁二        jト
       入一.星8aOα5二L2α5.一1工3

       L

 ぞバ元和・ダ被害尾数
 被害I率=  ×;■一0ρ

 (准)メバポ払ダ漁獲尾十狭害墨∴
被害.尾

 工・=____

 歩メ漁・獲・尾一.

・ユ9・



第8表釣位置別漁獲表..
        ll「

        浮工】一2'''11ji二        五十33÷÷
        2。丁三。82.ユ0
        55843

        458「9427

        52I79工O曼」
        針530呂929629

        %&62二L828.22二L-Oム4亀二しO

 ◎軽費

工)収入

魚種..漱.塑一量一重額
 メノ{ヲ』全444醇29?7工2

 キハダ229土2工8五一2工.4

 jベセウカジキ。50α3a492

 メカジキ'一一4え工4チO・一

 一サメ■545-6ユO

 誰魚■7&I8.b50

 緋㌣60■25、妻一5亀竜

 水揚料及ぴ手数料3区650

 二書…亭丁{士切=く善二些9一五8-5,8

2)直接軽費

 イ)燃料費.58工998一円
 重油9帥挑ψ3バ399円

 潤滑油・270必畠帥50
`軽油,21必588
 グ9スー,鞠易6■'

 口)消耗品費.星ユニし55易

 囲工)永・・ら竜・・、“。ギ
 皿)餌料費ユδO籍ユOα800
 亜)'般消耗品費=5ム252

・2o・



海洋観測結果 1
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          55..4522・†g9(下r7ユ(5)

 j多

 島9■O'

 ユ0工O,5

・ユ

障 τ
.

色
1
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園度1

L.
 」.一一.  ね斗
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 工00-6ユO06

珊5珊瑚

 二L

■

ユ

 ∵「

 」二
 ''O冒一冊爪0



 水産物油焼防止試験'一ユ

 流酸化剤の定量.(予備試験)

 各竃水産凱特に塩干晶の貯蔵咋起るr油鮒」の防止につ
 いて鉢巻試練議。麗に於いて既に多くの研究報告がだされている

 が昨年日本専発=蝶魁防府工場においてサステソ(]3五ム)を混

 入した漁業用食塩を載俸し、その塩蔵晶につレ・ての効果を製遺

 言氏竈実により鶴カユめセいる1が、その勧1票～鋤義…醒富譲…銭養,包傍一せて二・

 数字で表和される所の化学試験が必要である事牢云を挨1ねな'む・.一
 そこでこの査塩を'用いた効果試験と平二行して各種条件に招ける

 魚体油の撃敗退.糧に見られる.酸化撃・遇酸化物価あ変化H真
 を用いた場合め疑遺濃度等について試験を行ったので報害し葉.

 す。

 実験の・部

 分析.畿:・且・の竈凱〃μ〃〃仰吻m'の搬
 (B早千と紙一々〆ノ戸ど柚φの呈甑1
 応)たよ・り奴精工・泌フネ〃夕…れ・ヴを肌・、・

 自立光靴一色謙(丁炉昨A)をより測定し
 た。・

 ユ)一食塩中に含まれるサステソ(B亙A)の定量

その■ト

 食塩・〃・亘ムを舳♂含膏ものを試料とし,・食鰍工業
 属箪及び純ル数.を暗一いた。
 脇れkIは何れもB亘Aを含まな.いパμワ洲泌溶液
 を用いた。工繁用塩舳・%6牝溶解さ章兜ところ自滅し一一
 吃ので遠沸し、ヒ澄を・試料液とした。

.!.

・21・



 食塩を含むBHA定量曲線

試薬 Na.c1

工薬用食塩

 工一用食塩・

 阜〃必
工用食塩

8馬
 α■95

α23

 ■0Y(B興)
〇一見7

 d身85

 40γ(且目測

 α53一

α52

 牟餉必に完全に溶解し準レ・がそのと澄に居ぬ及び.

 訴自叙燃機‡続1幾芸;I二
 奴〃一.綱㌣,千脅1巴手ペエ用食触岬"に比べ
 套以鵬1H・縦含有㌢の吸光雛低1出.る為・噛・
 .箒幻練㍍食塩ポ歩な,つ走、.
 その2誠一料調整     )『;冒～乍f副一i葦''

     亘ム・      眺石・ユ。㌻Y'γ     30E・

     B臥の～以柵%旦.地の溶液o11患B血A(脇)五鰍舳%嶋溶液B亙Aへ似(柵%地幸囎強・B亘A5瑚(7湯%I'一
     B旦ムを含まない仏〃2%必溶液5場&二・垂噂嵩艶書
     随ムの山。・%o4路滋.04書・、エ城!一5鰍'1、機1
     η%'一.'溶液5場α,4⑰α珊.マ箏2'渇一、機・三○般

4
湯%

 液〕

1「



 上表の地1・亘・qμH%必溶液卵壷鯛い泡が、一
 I今量を・蛾とする為に楕鮒る一身1い吃・溶準につむ・て伽二
 い雲むものと含まないものに区瑚した・吸光度の関係を次表衣

蔓
 

    
な含むものと含まない奪のに区瑚した・.吸光師関係を次表衣、図に示す'。ヰ?

      ＼、、聖臥以i0γ1・。γ150γi
      ノ"レεを含む7・妥%牝仏
      溶室で浦添したもの、〃Q冠王ミ

      α5Q今6ジ.α65      7島%〃。・溶液ぞ補泰

      Q.工72α呂ユ5α462・α6些露       一したものI
 Na◎工を含むaユC'SO工

・/
 1外・一/㎜・を1まよ二・幽・

二1/一旦
 1一ザー,,,
 麦グー7「∴・フ1□r煎8・
 ヒ表よりJIH・を含ま肢1舳触漆液棚坤を.含率ない至
 ;㈱・蛛轟遠沈し舳榊・るの榔・叉平銚一'
 ;・は氏1・に溶解した塩の為・幾袖1次る椰宣1・館区秘,
 1そ一徹一平叫て高1な'るので影響はな吋φ洲牌柵ゲ.
 1の為沈澱を生ずることもあ一るが遠沈を完全に紬客・蹴馳'防.い
 1止し得る糠で沁・叉・職心の・亘ムをリ仰耳ガに・
 }・・工する場合出来るだけ晩・ユふワ・%・1・中.に一砕し左い棲・∴
 1・鴻一1{
 、仁(Hム蝿めて鮒易∵)融亭干・五.甲午㍗し一1。,.
 ±雫.るに止め牟方が率レ㌦..
、}23.,



 丘記の事を墓魔にlB五A・類一.準曲線を求めたg

 舶今:平・・腕締粥ム…γ館む・鵬・ユ"醜
 ・(』亘舳Y'一肌山6塀/叶仏土叶機'ジ

 B1ank:晩。五島噌を50組η仰佃に溶かし肥もの

 蝸A吸仏。長ユ。・。。・・.・。γ。.。・。。・
◎PD・
回目

 二回目0。盆03

 α285α562α全壬50-5蟹α6

α567  α5呂

 ◎食塩に含まれるB亘A定量

 試料尊{溝公社におレ、て'lB・亘.Aを・〆Oooo混じセと云うI

食塩二種類

・④⑳⑳

 φ④。②①

定量方法

 (到試料溶液.及び輝準溶液を大体次の様に調製一した。
 ①試料溶液=～I'I

 試料(鯛)・gを耳確に採り・㍑・・1脈一汕駄。メス・
 アップし・.ヒ下㍗・回激し1撮薮し・舳・(食塩中の・)
 をγ2%a1◎溶鞭に移行させ後'、遠沈しヒ澄激を採って試

 料液とした。

 ④樋一撃溶液

 B亘ムを含ま次レ・工葉調食磁5号を正確に採り一とれに

 ・・抑亘ψい眺・1・鰍を加象駁州・工・伽鮒
 メスア.ツブ鯛同軸幟い撮蚤し一遼沈一ヒ澄液凄1鍵革

 二・1腕した(H伽)
 ⑨自試験・用溶液一一
 ξ.且Aを含まない工触舶gを正敏とりこ帆7琳・1し一
 疵加え・て且岬にメスアシプし、川回激し1止下に
 撮誼し.遠沈丘鐙液を自試験液とし、た。

 (b)蓮敵1当っては標準曲'纏も平均して惟成し、岡収傘も.併せ測

 定した叉・B舳辛食塩に混ずる際その均∵姓が危ぶまれる一
 }易一4・



 ので同様の測定方法で同一試料につもド、.二回試料を採・り'測健
 を行っ:㌦

 結果}二つ.いては次表に示す.

 ㊤試阯
          一一一一一一          L.標、革試・料          ＼一.＼.R馬工丁「呂4二工易㌣筒

          標準液頼、一oユ易3・4'・コ1…鉋加.、
          試料一蹴亭舳'.・・一I尾4か留
          自試験渡蛾'・=)4・52I■一十5ユ翼工、'

          aPs;ai醐333呂3『335
          '巫臼Cユ.貝I漉螂一2亭a,弓ノ・2・易露盆易
          ll㌧忠.'一8易2222暑駕2

          ら崎易8532α39α47α560.3850.5軍Q一丞6α5          2.2一28α375α4s一Q-55oQ.55α48α4轟。α5:

 ④⑧①標準曲一纏

 ④③の標準曲線より夫々の値を求めると

釣
 ⑨'一

2

 ③・

 2δ乙

/ナ
 タ〆

 酬〃97
 ω、柘北

労幽

4ζo  …。。εナノ。・1抑ノ
 κ、〆.  〃.ユケ.3,r
 33,r〆  λ6、クゲ36パ・

 洲伽グ
 伽胆仇κ1

 {撮は乙

洲又挙
フ3%
・%

 預狐リフ  ラ人r%



 ④試料  ③⑧㊥
           ザ.一ザ・載跡

           '''■一一■一一.一I一'一.一一一'一一

           ㌣ポ十寸土工2           標準液あ工2

           試料液鯉..一1■I一`・・2.4尾畠

           自蒔験液鯉.5432工5工2ユ
           aP&a1c鰍555..3呂3..33き
           亙e61・液鮒尾一2盆2一222..2星
           1イ幽幽ム易..・鳥.2.282.身・宥・一2
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養殖部目記

 、ユ月ユー7'目.く今ち一よう千円真珠λ率レ簑雫・来場)
 ユ.月星O.日月目目・成鶴1調査(希四日昌).

 半円真珠加工の為三重I県堀一口民来I揚.

 ユI月島■自同止加工作叢が始められた、商うユ、ケ月半の予定

 で佐多漁協の約2000ケ・を施工す一る子宝

 .■月冨8巨富轄県淡水漁話手書導所長目高氏勉ユ名我験場視察

 の9抄製(甲突川尻分。)一

 ,.ユ郎工・日月.日目成熟調巷(矛五回国)一
 のり.捗製指導の為永山・技師構内に.出張一'II

調査部日記

 .ユ月28目㌻2月3日

 蓄養場設定打合せの為叉木技繭琴・窟幸
星月実日月目.員.調査
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 2月工3目「五.ウミヨ
 箪メ、勤先潮流調査・

 2月21目～言2己

 霧島川水盛鰐読調査・一

撮薬都日記

 i月華=阜日照電丸東支部海の梅津調査へ串港

 ユ月工9日.上野部長飛魚漁対策会議に出席

製革一都日記

 工刀工6目熊毛支庁櫨旺鑑済課長、松元琴鮪来訪、・トビ魚
 加工技術にろ^て打合

 ・えレ・町水産握興笛議会に西技師繊度

 ユ月竃雲目j薙錦華道蛮風琢鴛蹄識会嘆曇長以万復塞ぺ畢愚一
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 ■月29日

2月.3目

 的亭ぎの加工試験(工船・日迄)
 月目貝の加コ=「試験(易月5目まで)

 魚肉ソニセー一ジ製造斌鹸

編集後記

 遼瞬=不明の高潮が起一り霧島の新燃岳Iが火を噴い把・
 曇る'人の難著は面白い箏を云う。霧島火山系の活動餌播穣
 .になって来たから九州第岸のふり漁に好影響があるので煙炭
 6・かと、風が吹けば橘屋がもう映る式程あからく・りも判明し
 そうにないのに奇頼天外な事を云う1一つの事象を肥えて漁

 の運勢を覇待し無嘩.きする沿岸'衛選者の義1しさ。
 、蒙海さばのI像調に一ひき^かえ・て近海巾着が恵をおきかえしセー

 間・500万～6dO万の声を強く。舞台砿せまくなる都今年
 の海産権あゆの出電時一期も葡がかりの一つ、昨年の累.溝渇水.
 が原因したと関係者をやぎもき・させている。観客の鞠待によ
 る筋書はてんで無視されて深遠藤装穫による出し物は必然鉤
 であるにせよ観客をして象然兜らしめるその窺一名砿「水産業」
 霧島火一山灰流失によって蟻死したハエ数十堕を採集して来た
 k技師の踊地報告“大自然の演技に驚くばかり。
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